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（Miyahashi）
Incense

　新入生の皆さんには入学の，在校生の諸

君には進級の，お祝いを申し上げます．

　本校における「学び」とは，考え方や知

識を身につけることで，目の前の事象をよ

り多面的に理解することができるようにな

り，自分を取り巻く世界を豊かに見通せる

ようになることです．

　福澤先生は，この豊かで複雑な世界の理

（ことわり＝因果関係）を解き明かして，その答え

を導き出す考え方がサイエンス（＝実学）だと

おっしゃっています（サイエンスを科学という意味で

使っていませんでした）．入塾したからには，是非

この「実学」というものを理解し，使いこなせるようにしてください．理（ことわり）を理解し、自

分を取り巻く世界が重層的にみえた方が楽しいと思いますが，いかがですか？

　本校の教育目標の一つである「基礎的な学問の習得」は「知識」を得ることを意味しません．

「考え方」を学ぶことです．みなさんにはまず，本紙を手掛かりに，自分を取り巻く自然環境の

重層構造に気づいて貰えれば，と思います．本校で過ごす時間が有意義であることを心より祈り

ます。

【お香と植物①】 シナモンの魅力

　古典には香りの表現がたくさん登場します。例えば、光源氏が暗闇に包まれた邸内を歩いた際に
は、「いみじく匂ひ満ちて、顔にもくゆりかかる心地する」（光源氏の香りが一面に匂って、香りが侍女

の顔にもかかるような心地がする）と、光源氏の姿は目に見えずとも、彼のまとう素晴らしい香りが漂
う様子が描かれています。
　光源氏の香りはどんな香りだったのでしょう？それを知る手掛かりはお香です。日本では古くか
らお香の文化が栄えており、光源氏もお香を焚き、その香りを身にまとっていました。
　お香の原料は植物です。植物の樹皮や樹脂などを用いて、複数の原料を調合することで香りを作
り上げていきます。実は、皆さんに馴染みのある香りもお香の材料に使われています。その一つが
シナモンです。
　シナモンは、シナモンロールやシナモン入りコーヒーなど、西洋っぽいイメージがありますが、
お香や漢方の世界では「桂皮（けいひ）」という名で知られています。（厳密には桂皮には種類があり、

ベトナム産の「シナモン」、中国産の「カシア」などがあります）。桂皮が日本に入ってきたのは西暦700年
頃のようです。古代ローマではその甘美な香りから愛情を示すものとされ、皇帝ネロが皇后の死を
悼んで、ローマの消費量一年分の桂皮を燃やして弔ったという逸話があります。

　そんなロマンティックな桂皮は、漢方の世界では、鎮痛、発汗、解熱
作用などの効用があるとされ、様々な漢方薬に配合されています。シナ
モンはスーパーでも手に入る身近な香りです。シナモンと砂糖を食パン
に振りかけてシナモントーストにしたり、コーヒーやホットミルクに
ちょい足ししたり、ぜひシナモンの香りを楽しんでみてください。

（Inoura）








